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まえば何とかできてしまう。少々の我慢とは連邦で統一的なバス運行システムが確立していないため、乗り継ぎがスムーズにいかないことである。ＵＡＥの面積は八・三六万平方キロで北海道とほぼ同じ国土を持つ。この連邦内にアブダビ首長国をはじめとしてドバイ、シャルジャ、アジュマン、 ウンム・アル＝カイワイン、フジャイラ、 ラアス・アル＝ハイマの七首長国が存在する。それぞれの首長国で別々に域内の公共バスの運営を行っているため、都市部で路線バ 網の敷設状況ひとつとっても大きな違いがみられる。潤沢な財政基盤を持つアブダビ首長国やドバイ首長国では、人口が稠密な都市部を中心に路線バス網
が発達しており、 二ディルハム（約七〇円）を払って路線バスに乗り込めば、都市部の大部分に行くことができる。　
各首長国間を結ぶ長距離バスについて言





















カイワイン、フジャイラに至っては、市内を走る路線バスを確認することが出来ず利用できるのは他の首長 との間を結ぶ長距離バスのみである。したがって、これら北部首長国の主要幹 道路や市街地を外れたエリアを目的地とする場合 本数の少ない小型バスなどの他 手段を利用せざるを得なくなる。●誰がためにバスは走る　
すでに読者はお気づきかもしれないが、

























2006 年入所。2013 年７月～ 2015 年７月、アラブ首長国連邦・アブダビに海外派遣員と
して赴任。専門は中東経済、開発金融、企業金融。
ションが進行した社会であり、公官庁や商業施設、娯楽施設などへのアクセスは自家用車利用が基本になっている。よって、高所得のエミラッテや一部外国人は自家用車を利用して「車社会」生活を満喫できるが、低所得の外国人労働者は公共バス（時にタクシー、カーシェア）に依存せざるを得ない。　
多くのエミラッテは、日没前には仕事先
から自家用車で帰宅し、家族と過ごす時間を何よりも大切にする。ラマダン明けに海外旅行に出発するエミラッテ も多い。エミラッテ家庭にとって公共バスは縁遠いものになっている。カンドゥー とアバヤ（女性の伝統的民族衣装）に身を包んだエミラッテ家族が、バス旅行を「贅沢」と思える将来が来ることはあるのだろうか。
アジュマン首長国ムッサファから郊外へ出発
する小型バス。４ディルハム（約 140 円）前
後で利用できる
アブダビ発シャルジャ行の
長距離バスに並ぶ乗客たち
